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第１  委託業務の目的と 概要 

１  基本事項 
 

（ １ ）  委託業務の名称 

福島県シス テム 事業執行管理シス テム 等機器賃貸借及び運用保守業務 
 

（ ２ ）  設置場所 

現行機器と 同じ 場所に設置する も のと する 。 サーバ等の機器類に関し ては別途、 福島

県が契約する データ センタ ーに設置する こ と 。 なお、 オペレ ータ が使用する 機器（ 端

末やプリ ン タ など ） は、 福島県庁内（ 西庁舎 11 階 土木企画課分室） に設置する こ と 。  

（ ３ ）  履行期間 

契約締結日から 令和１ ３ 年１ ２ 月３ １ 日ま でと する 。  

 

 
２  委託業務の概要 

 

（ １ ）  委託業務の概要 

本業務は、 次に掲げる 「 移行対象シス テム 」 の安定稼働を さ せる ため、 本業務仕様

書に基づく シス テム 統合環境の機器賃貸借業務、 ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設

計業務、 機器設置設定業務およ び運用保守業務を 行う 。  

（ ２ ）  移行対象シス テムの概要 

①事業執行管理シス テム 

事業執行管理シス テム と は、 土木部の公共事業施行における 各種事務手続き を 、 地

方自治法、 福島県財務規則、 福島県工事請負契約約款等の制度に沿っ た適正な事務執

行を 行い、 かつ事務処理の効率化を 図る こ と を 目的と し たシス テムであ る 。  

②建設業管理シス テム 

建設業管理シス テムと は、 起工・ 入札情報登録・ 入札執行・ 入札結果登録、 契約・

検査等の入札関連サービス の提供を 目的と し たシス テムである 。  

③災害事務管理シス テム 

災害事務管理シス テム と は、 公共土木施設災害復旧事業に係る 事務処理の効率化を

図る こ と を 目的と し 、 災害報告・ 申請から 成功認定ま で一連の事務における 帳票作成

等を 行う シス テム である 。  

④電子納品保管管理シス テム 

電子納品保管管理シス テムと は、 報告書等の成果品の効率的管理と 品質向上を 図る

こ と を 目的と し て、 調査・ 設計業務や工事等の成果品を 電子データ と し て記録し て保

管する シス テムである 。  
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⑤河川関係占用管理シス テム 

河川関係占用管理シス テムと は、 河川敷及び海岸敷の占用許可業務における 占用料

の自動算定や許可書の発行を 行う こ と を目的と し たシス テムである 。  

⑥雪量情報管理シス テム 

雪量情報管理シス テム と は、 冬期における 道路管理上必要な雪量情報について、 観

測機器から の情報収集・ 集約・ 整理を 行い業務に活用する と 共に、 ホームページ掲載

によ り 県民への情報提供を図る こ と を 目的と し たシス テム である 。  

 

（ ３ ）  移行対象シス テムと 連携する 「 連携シス テム」  

移行対象シス テム は、 下記の連携シス テムと データ 連携する 。  

①事業執行管理シス テム 

１ ） 建設業管理シス テムと 連携を 行う 。  

２ ） 災害事務管理シス テムと 連携を 行う 。  

３ ） 財務会計シス テム と 連携を 行う 。  

②建設業管理シス テム 

１ ） 電子納品保管管理シス テムと 連携を行う 。  

２ ） 電子閲覧管理シス テムと 連携を 行う 。  

３ ） 農林事業管理シス テムと 連携を 行う 。  

４ ） 電子入札連携サーバと 連携を 行う 。  

５ ） 外部財団連携サーバと 連携を 行う 。  

③災害事務管理シス テム 

１ ） 事業執行管理シス テムと 連携を 行う 。  

④電子納品保管管理シス テム 

１ ） 建設業管理シス テムと 連携を 行う 。  

⑤河川関係占用管理シス テム

連携先なし 。  

⑥雪量情報管理シス テム 

連携先なし 。  

 

 
（ ４ ）  委託業務の目的 

本業務は、 サーバ等機器類の更新作業であり 、 移行対象シス テムが動作する シス テ

ム統合環境を最新の OS およ びサーバ仮想化技術にて再構築し 、 移行対象システムが使用

する 仮想マシンの移行業務を 実施する 。 なお、 雪量情報管理シス テムについては、 シ

ス テム 統合環境と は異なる 物理サーバによ り 構成さ れたシス テム から の移行業務と な

る 。 ま た、 環境構築後の運用フェ ーズが安定し て行われる よ う 、 後述「 第２ -４  運用

保守業務」 に記載する 内容に基づき 運用保守を 実施する 。 以下に、 新シス テム 統合環

境の概略図を 示す。  
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庁内ネッ ト ワ ーク （ 既設）

執務室（ 土木企画課分室）

L2ス イッ チ（ 仮想OS管理）

仮想化統合
サーバ

本稼働機系2

仮想化統合
サーバ

本稼働機系3

仮想化統合
サーバ

開発・ テス ト 系1
(事業執行検証用)

仮想化統合
サーバ

開発・ テス ト 系2
(研修・ 検証用)

バッ ク アッ プ
サーバ

バック アッ プ
装置

仮想化統合
サーバ

本稼働機系1

仮想化統合
サーバ用

ス ト レージ

コ ント ロ ーラ 0 コ ント ロ ーラ 1

ファイ ア
ウ ォール

運用管理サーバ

負荷分散装置1 負荷分散装置2BIサーバ
電子納品保管
管理拠点統合

サーバ

L2スイッ チ（ サーバ間連携）

L2ス イッ チ（ 外部連携）

L2ス イッ チ（ 福島県情報通信ネッ ト ワ ーク ）

庁内
ネッ ト ワ ーク

ス イッ チ

ネッ ト ワ ーク
監視表示灯

プリ ンタ

運用端末 監視用端末

データ センタ ー

FCケーブル(1系)

職員端末

FCケーブル(0系)
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３  委託業務の範囲 
 

（ １ ）  機器賃貸借業務 

詳細は、 「 第２ -１  機器賃貸借業務」 を参照 
 

（ ２ ）  機器設置設定業務 

①ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計 

詳細は、 「 第２ -２  ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計」 を 参照 

②付帯設備（ 機器据付）  

機器の設置・ 結線 

詳細は、 「 第２ -３ -( 1)  付帯設備（ 機器据付）」 を参照 

③サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク 構築 

基本ソ フト およ びミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール、 ネッ ト ワ ーク 構築詳

細は、 「 第２ -３ -( 2)  サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク 構築」 を参照 

④移行対象シス テム移行  

移行対象システムの移行 

詳細は、 「 第２ -３ -( 3)  移行対象シス テム 移行」 を 参照 

⑤共有機器利用シス テム移設 

現在のシステム統合環境の機器を一部共有利用し ている 、 道路管理シス テムおよ び、

県営住宅管理シス テム（ 以下「 共有機器利用シス テム」 と いう 。 ） の機器移設 

詳細は、 「 第２ -３ -( 4)  共有機器利用シス テム移設」 を参照 
 

（ ３ ）  運用保守業務 

対象システム（ 事業執行管理システム、 建設業管理シス テム、 災害事務管理システム、 電

子納品保管管理システム、 河川関係占用管理シス テム、 雪量情報管理シス テム）  

①Ａ Ｐ 保守業者から の引き 継ぎ 

福島県が別途契約し ている 事業執行管理シス テム 、 建設業管理シス テム 、 災害事務

管理シス テム 、 電子納品保管管理シス テム、 借河川関係占用管理シス テム 、 雪量情

報管理シス テムのアプリ ケーショ ン保守業者（ 以下「 Ａ Ｐ 保守業者」 と いう ） から

の引き 継ぎ。  

詳細は、 「 第２ -４ -( 1)  Ａ Ｐ 保守業者から の引き 継ぎ」 を 参照 

②シス テム の維持保守 

詳細は、 「 第２ -４ -( 2)  シス テム維持保守」 を 参照 

③機器保守（ 本仕様にて調達し た機器を 対象と する ）  

詳細は、 「 第２ -４ -( 3)  機器保守」 を 参照 

福島県事業執行管理シス テム等機器賃貸借及び運用保守業務 
 

 

第２  委託業務の作業概要 

本業務は、 本業務仕様書に基づく シス テムの環境構築等、 次に掲げる 業務を 主と する 。

受注者は、 本業務に関係する 法令およ び県条例、 規則（ 地方自治法施行令（ 昭和 22 年政 

令第 16 号）、 地方公共団体の物品等ま たは特定役務の調達手続の特例を定める 政令（ 平成７  

年政令第 372 号）、 福島県財務規則（ 昭和 39 年福島県規則第 17 号）、 物品調達契約に係る

一般競争入札の公告等の規定） を 十分に把握し たう えで、 委託者と 協議し 業務を 誠実に履

行する こ と 。  

 

１  機器賃貸借業務 
 

（ １ ）  調達機器仕様 

本調達において導入する 機器は、 全て本仕様書が要求する 条件を 満たし た新品であ

る こ と 。  

ま た、 保守フ ェ ーズにおいて、 直接、 製造元も し く は販売代理店よ り 技術サポート

を受けら れる よ う にする ため、 導入する  OS およ びミ ド ルウ ェ アについては、 製造元も し

く は販売代理店と サポート 保守契約を結ぶこ と 。  

①機器構成 

下記のほか各機器及びネッ ト ワ ーク 接続のための UTP ケーブル（ エンハンス ド カテ

ゴリ  5e 相当以上）、 FC ケーブル、 その他接続ケーブル類及び電源ケーブル等を必要数納

入する こ と 。  

 

名称 役割 数量 

仮想化統合サーバ 

（ 実稼働機系）  

仮想化ハイ パーバイ ザと し て 、 Wi ndows Server  

2025 Hyper-V を使用し 、 可用性が求めら れる 仮想

マシンを動作さ せる サーバ 

 

３ 台 

仮想化統合サーバ 

（ 開発・ テス ト 系）  

仮想化ハイ パーバイ ザと し て 、 Wi ndows Server  

2025 Hyper-V を使用し 、 可用性を求めない仮想マ

シンを動作さ せる サーバ 

 

２ 台 

BI  サーバ 
現況管理における 統計結果など を グラ フ 加工し  Web 

で表示さ せる 機能を 提供する サーバ 
１ 台 

電子納品保管管理拠 

点統合サーバ 
電子納品保管管理シス テムのフ ァ イ ルサーバ １ 台 

仮想化統合サーバ用 

ス ト レ ージ 

仮想化統合サーバ（ 実稼働機系） で動作さ せる 仮想 

マシンの保存先と し て、 共用で利用する ス ト レージ 
１ 台 

 

運用管理サーバ 

仮想化統合サーバ上の仮想化ハイ パーバイ ザや仮想

マシンを 一元管理する 。 ま た、 仮想以外の物理サ 

ーバやネッ ト ワ ーク 機器も 同時に管理する サーバ 

 

１ 台 

バッ ク アッ プサーバ 
全てのサーバおよ び仮想化統合サーバ上の仮想マ

シンのバッ ク アッ プを 管理する サーバ 
１ 台 

バッ ク アッ プ装置 データ のバッ ク アッ プを行う ス ト レ ージ １ 台 

 

負荷分散装置 

事業執行管理システムの Web/AP サーバ 1・ 2 や、 建

設業管理システムの Web/AP サーバ 1・ 2 への負荷分 

散 

 

２ 台 

フ ァ イ アーウ ォ ール 
各セグメ ント のセキュ リ ティ レ ベルに応じ て、 ネッ  

ト ワ ーク セグメ ン ト のアク セス を 制御する 装置 
２ 台 
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名称 役割 数量 

レ イ ヤ２ ス イ ッ チ 各サーバ間の接続ス イ ッ チ ８ 台 

ラ ッ ク 機器 モニタ 、 サーバ切替え器など のコ ンソ ールユニッ ト  １ 式 

DVD-ROM 装置 セッ ト アッ プ時や維持管理時に使用する 装置 ２ 台 

ネッ ト ワ ーク 監視表

示灯 

仮想化統合サーバ上の仮想化ハイ パーバイ ザや仮想

マシン， 物理サーバやネッ ト ワ ーク 機器の異常発 

生や確認の要求を 表示する 装置 

 

１ 台 

運用端末 運用保守作業を 行う 上で利用する 端末 １ 台 

監視用端末 シス テム 監視を 行う 上で利用する 端末 １ 台 

プリ ン タ  各種報告書を 印刷する  １ 台 

 

②調達仕様 

１ ） 仮想化統合サーバ( 実稼働機系）  ３ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ンチラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Gol d プロ セッ サー( 2. 90GHz) 以上 

コ ア数 24コ ア 以上 

メ モリ  容量 搭載： 128GB 以上 

HDD 論理容量 600GB 以上 

回転数 10, 000 回転／分以上 

ホッ ト ス ペア 1 台以上 

RAI D コ  

ント ロ ー

ラ  

RAI D レ ベル RAI D1 も し く は RAI D5 

キャ ッ シュ メ モリ  2GB 以上 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Fi br e Channel  16Gbpsま たは32Gbps ポート ×2 以上 

Et her net  1000BASE-T ポート ×8 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

フ ァ ン  冗長化 

搭載 OS 仮想化ハイ パーバイ ザと し て、 Wi ndows Server  2025 

Hyper-V を使用する。 なお、 仮想化統合サーバ上では、

Wi ndows Server  2019/2022/2025の各エディ ショ ンの

ゲス ト  OS が無制限で利用でき る こ と 。  
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２ ） 仮想化統合サーバ( 開発・ テス ト 系）  ２ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Gol d プロ セッ サー( 2. 80GHz) 以上 

コ ア数 16コ ア 以上 

メ モリ  容量 搭載： 96GB 以上 

HDD 論理容量 3. 6TB 以上 

回転数 10, 000 回転／分以上 

ホッ ト ス ペア 1 台以上 

RAI D コ  

ント ロ ー

ラ  

RAI D レ ベル RAI D1 も し く は RAI D5 

キャ ッ シュ メ モリ  2GB 以上 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×8 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

フ ァ ン 冗長化 

搭載 OS 仮想化ハイ パーバイ ザと し て、 Wi ndows Ser ver  2025 

Hyper-V を使用する。 なお、 仮想化統合サーバ上では、

Wi ndows Ser ver  2019/2022/2025の各エディ ショ ンの

ゲス ト  OS が無制限で利用でき る こ と 。  

 

３ ） BI  サーバ １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Br onze プロ セッ サー( 2. 10GHz) 以上 

プロ セッ サ数 搭載： 1 以上 

メ モリ  容量 搭載： 32GB 以上 

HDD 論理容量 1. 2TB 以上 

回転数 10, 000 回転／分以上 

RAI D コ  

ン ト ロ   

RAI D レ ベル RAI D1 も し く は RAI D5 

キャ ッ シュ メ モリ  2GB 以上 
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構 成 仕 様 内 容 

ーラ    

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×4 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

フ ァ ン  冗長化 

搭載 OS Wi ndows Ser ver  2025 Standard 

 

４ ） 電子納品保管管理拠点統合サーバ １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ンチラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Si l ver  プロ セッ サー( 2. 40GHz) 以上 

プロ セッ サ数 搭載： 1 以上 

メ モリ  容量 搭載： 16GB 以上 

HDD 論理容量 12TB 以上 

回転数 7, 200 回転／分以上 

RAI D コ  

ント ロ ー

ラ  

RAI D レ ベル RAI D1 も し く は RAI D5 

キャ ッ シュ メ モリ  2GB 以上 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×2 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

フ ァ ン  冗長化 

搭載 OS Wi ndows Ser ver  2025 Standard 

 

５ ） 仮想化統合サーバ用ス ト レ ージ １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

・ 基本筐体 

HDDま た

はSSD 

論理容量 7, 000GB 以上 

ホッ ト ス ペア 1 台以上 
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構 成 仕 様 内 容 

コ ント ロ

ーラ  

RAI D レ ベル RAI D10 

冗長化 コ ント ロ ーラ を２ 台搭載し 冗長化を 行う こ と  

キャ ッ シュ メ モリ  搭載容量 コ ン ト ロ ーラ 毎に 64GB 以上 

メ モリ バッ ク アッ プ

時間 

無制限（ 専用エリ アへ退避）  

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Fi br e Channel  コ ント ロ ーラ 毎に 16Gbpsま たは32Gbps ポート ×4 

以上 

冗長性 コ ン ト ロ ーラ 、 キャ ッ シュ 、 電源( AC 100/200V 対応

50/60Hz 対応) 、 フ ァ ンなど 主要コ ンポーネント を冗 

長化 

 

６ ） 運用管理サーバ １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Gol d プロ セッ サー( 2. 90GHz) 以上 

プロ セッ サ数 搭載： 1 以上 

メ モリ  容量 搭載： 256GB 以上 

（ ミ ラ ーリ ン グ構成： 利用可能容量 128GB 以上）  

HDD 論理容量 1. 2TB 以上 

回転数 10, 000 回転／分以上 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×4 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

搭載 OS Wi ndows Ser ver  2022 St andard ま たは 

Wi ndows Ser ver  2025 St andar d 
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７ ） バッ ク アッ プサーバ １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ンチラ ッ ク 搭載型 

CPU プロ セッ サ種別 I nt el  Xeon Si l ver  プロ セッ サー( 2. 40GHz) 以上 

プロ セッ サ数 搭載： 1 以上 

メ モリ  容量 搭載： 32 GB 以上 

HDD 論理容量 600GB 以上 

回転数 10, 000 回転／分以上 

ホッ ト ス ペア 1 台以上 

RAI D コ  

ント ロ ー

ラ  

RAI D レ ベル RAI D1 も し く は RAI D5 

キャ ッ シュ メ モリ  2GB 以上 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×8 以上 

USB 2 ポート 以上 

電源 冗長化（ ホ ッ ト プラ グ 対応）、 AC 100/200V 対応 

50/60Hz 対応 

フ ァ ン  冗長化 

搭載 OS Wi ndows Ser ver  2025 Standard 

 

８ ） バッ ク アッ プ装置 １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ンチラ ッ ク 搭載型 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×6 以上 

装置容量 物理容量 8TB 以上 

論理容量（ 20 倍圧 

縮時）  

104 TB 以上 

機能 ・ 重複排除／圧縮機能を搭載し ている こ と  

・ ディ ス ク ド ラ イ ブに同時に三重障害が発生し た場 

合でも 、 データ 損失を 回避でき る こ と 。  
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９ ） 負荷分散装置 ２ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

イ ンタ

ーフ ェ  

ース  

Et her net  1000BASE-T ポート ×4 以上 

HDD 500GB 以上 

最大ス ループッ ト  

（ 負荷分散時）  

2Gbps 以上 

SSL 1, 000TPS 以上 

メ モリ  容量 16GB 以上 

機能 ・ 分散ノ ード のヘルス チェ ッ ク ( L7 レ ベルのチェ ッ

ク ) 機能を有する こ と 。  

・ SSL アク セラ レ ーショ ン 機能を 有すこ と 。  

・ HTTP 圧縮機能を 有すこ と 。  

・ cooki e 挿入によ る セッ ショ ン維持機能を有する こ

と 。  

・ LCD ディ ス プレ イ を 搭載し ている こ と 。  

その他 2 台構成で障害時にフ ェ イ ルオーバを 行う こ と 。  

 

１ ０ ） フ ァ イ アーウ ォ ール ２ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ン チラ ッ ク 搭載型 

イ ンタ   

ーフ ェ ー

ス  

Et her net  10/100BASE-TX ポート ×10 以上 

フ ァ イ アウ ォ ール・ パフ ォ ー 

マンス （ ラ ージパケッ ト ）  

3Gbps 以上 

最大同時セッ ショ ン数 1, 300, 000 以上 

ポリ シー数 5, 000 以上 

最大セキュ リ ティ ゾーン数 40 以上 

動作モード  レイ ヤ 2（ 透過） モード 、 レイ ヤ 3（ ルート /NAT） モ 

ード が使用でき る こ と 。  

アド レ ス 変換 ネッ ト ワ ーク ・ アド レ ス 変換（ NAT）、 I P マッ ピング 

機能が使用でき る こ と 。  
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構 成 仕 様 内 容 

フ ィ ルタ リ ン グ機能 ス テート フ ルパケッ ト イ ンス ペク ショ ン型であり 、

ポリ シーを設定する こ と でパケッ ト の通信を許可、  

遮断する こ と を制御でき る こ と 。  

SNMP SNMPv2 に対応し ている こ と 。  

その他 2 台構成で障害時にフ ェ イ ルオーバを 行う こ と 。  

 

１ １ ） レ イ ヤ２ ス イ ッ チ ８ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 19 イ ンチラ ッ ク 搭載型 

ス イ ッ チング容量 128Gbps 以上 

処理能力 95Mpps 以上 

イ  ン タ

ー フ  ェ  

ース  

Et hernet  1000BASE-T ポート ×24 以上 

VLAN 機能 I EEE802. 1q に準拠 

ス パニングツ リ ー STP( I EEE802. 1D) , RSTP( I EEE802. 1w) , MSTP( I EEE802.  

1s) に準拠 

SNMP SNMPv1、 SNMPv2c、 SNMPv3 に対応し ている こ と 。  

その他 ス タ ッ ク 接続が行える 機能を有すこ と 。  

2 台 x 4 式でスタ ッ ク 接続を行う ので、 その際に必

要と なる 機器があればそれら も 含める こ と 。  

 

１ ２ ） ラ ッ ク 機器 １ 式 

構 成 仕 様 内 容 

コ ン ソ ー

ルユニッ

ト  

モニタ  17 イ ン チ TFT カラ ー液晶×2 台以上 

（ 水平 1280×垂直 1024（ 最大） 以上）  

キーボード  日本語キーボード ×2 台以上 

マウ ス  オプティ カル方式マウ ス ×2 台以上 

サーバス イ ッ チユ

ニッ ト  

サーバス イ ッ チユニッ ト ×2 台以上 

（ サーバの画面表示と キーボード ・ マウ ス 操作が可

能で、 8 台のサーバを 切り 替えて操作する こ と が可

能である こ と ）  

その他 ・ 接続に必要なケーブルを 準備する こ と 。  
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１ ３ ） DVD-ROM 装置 ２ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 外付け型 

機能 DVD-ROM/DVD-R/DVD-RW/CD-ROM/CD-R/CD-RW(  読み込  

み )  

接続可能イ ン タ ーフ ェ ース  USB2. 0 およ び USB1. 1 

リ ード ス ピード  最大 8 倍速( DVD-ROM)  最大 24 倍速( CD-ROM)  以上 

電源 USB バス パワ ー 

 

１ ４ ） ネッ ト ワ ーク 監視表示灯 １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 机上設置型 

通報機能 音、 光（ 発光色： 赤， 黄， 緑）  

イ ンタ ー 

フ ェ   

ース  

Et her net  10BASE-T/100BASE-TX( 自動切替)  以上 

対応プロ ト コ ル HTTP・ RSH・ SMTP・ SNMP 

その他 Web ブラ ウ ザ上で本体設定が可能なこ と  

 

１ ５ ） 運用端末 １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 ノ ート ブッ ク パソ コ ン 

CPU プロ セッ サ種別 第13世代 I nt el  Cor e i 7 プロ セッ サー 以上 

メ モリ  容量 搭載： 16GB 以上 

SSD 論理容量 512GB 以上 

リ ムーバブル記憶装置 DVD ス ーパーマルチド ラ イ ブ 

イ ンタ ー

フ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T 

USB 2 ポート 以上 

マウ ス  USB 光センサーマウ ス  

キーボード  テンキー付き キーボード  

表示機  

能 

最大解像度 1920×1080( 1, 677 万色)  以上 

電源 バ ッ テ リ パ ッ ク ま た は  AC100 ～ 240V ± 10% 、  

50/60Hz( AC アダプタ 経由)  

73



福島県事業執行管理シス テム等機器賃貸借及び運用保守業務 
 

 

 

構 成 仕 様 内 容 

バッ テリ  リ チウ ム イ オン バッ テリ  

搭載 OS Wi ndows 11 Pr o 

その他 再セッ ト アッ プ用媒体 

 

１ ６ ） 監視用端末 １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体外観 デス ク ト ッ プパソ コ ン 

CPU プロ セッ サ種別 第13世代 I nt el  Core i 7 プロ セッ サー 以上 

メ モリ  容量 搭載： 16GB 以上 

SSD 論理容量 512GB 以上 

RAI D RAI D1 も し く は RAI D5 

リ ムーバブル記憶装置 DVD ス ーパーマルチド ラ イ ブ 

イ ン タ ー

フ ェ ース  

Et her net  1000BASE-T 

USB 2 ポート 以上 

ディ ス プレ イ  Di spl ayPor t  ×2 以上 

マウ ス  USB 光センサーマウ ス  

キーボード  USB 109キーボード  

ディ ス プレ イ  21. 5 型ワ イ ド  以上 （ Di spl ayPort 搭載)  ×2 

（ デュ アルディ ス プレ イ にて使用）  

表示機  

能 

最大解像度 1, 920×1, 080( 1, 677 万色)  以上 

電源 AC100V±10%、 50/60Hz 

搭載 OS Wi ndows 11 Pr o 

その他 再セッ ト アッ プ用媒体 

 

１ ７ ） プリ ンタ  １ 台 

構 成 仕 様 内 容 

本体概要 A3 対応モノ ク ロ プリ ンタ  

プリ ン ト 方式 LED 乾式電子写真方式 

解像度 1, 200dpi ×1, 200dpi  以上 

イ ンタ   

ーフ ェ   

ース  

Et her net  1000BASE-T×1 以上 

USB USB3. 0×1 以上 

連続プリ ント 速度 片面 A4 横： 39 頁/分 以上 
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③ソ フ ト ウ ェ ア構成 

使用する ソ フ ト ウ ェ ア構成一覧を 以下に示す。  

なお、 品名が特定さ れていないソ フ ト ウ ェ アについては、 「 ④ソ フト ウェア仕様」 にソ

フト ウ ェ アの要求仕様を記載する 。  

ハード  ソ フ ト ウ ェ ア機能（ 品名）  数量 開発元 

仮想化統合

サーバ 

仮想化ソ フト ウ ェ ア 

( Wi ndows Ser ver  2025 Hyper-V)  

5 マイ ク ロ ソ フ ト  

仮想環境用 Wi ndows サーバ OS ラ イ セン ス  

( Wi ndows Ser ver  2025 Dat acent er )  

5 マイ ク ロ ソ フ ト  

データ ベース ソ フ ト ウ ェ ア 

（ Oracl e Dat abase St andar d Edi t i on 2 1 

Pr ocessor )  

5 Or acl e 

ス ト レ ージ接続パス 制御ソ フ ト ウ ェ ア 

※仮想化統合サーバ( 実稼働機系) の 3 台で 

使用する 。  

3  

ア プ リ ケ ーシ ョ ン サ ーバ ソ フ ト ウ ェ ア

( J Bos s  En t e r pr i s e  App l i c a t i on  

Pl at f orm)  以下に示す 6 台の事業執行管理

シス テム 用の 仮想マ シ ン は  、 「  JBoss 

Ent er pr i se Appl i cat i on Pl at f orm 」 を 使

用する た めサポート を 受けら れる よ う にす

る こ と 。  

・ Web/AP サーバ 1（ 実稼働機系）  

・ Web/AP サーバ 2（ 実稼働機系）  

・ 開発保守 Web/AP サーバ（ 開発･ﾃｽﾄ系）  

・ 研修用 Web/AP サーバ（ 開発･ﾃｽﾄ系）  

・ Web/AP サーバ 1（ 開発･ﾃｽﾄ系）  

・ Web/AP サーバ 2（ 開発･ﾃｽﾄ系）  

6  

BI  サーバ 現況管理における 統計結果など を グラ フ 加

工し  Web で表示さ せる 機能を提供する ソ フ

ト ウ ェ ア 

Oracl e Anal yt i cs St andar d Edi t i on One 

( Named User  Pl us)  

50 Or acl e 

電子納品保管

管理拠点統合 

サーバ 

OS 

( Wi ndows Ser ver  2025 St andar d)  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

運用管理サー

バ 

OS 

( Wi ndows Ser ver  2022 St andar d ま たは 

Wi ndows Ser ver 2025 St andar d)  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

運用管理ソ フ ト ウ ェ ア 1 式  

サーバ監視ソ フ ト ウ ェ ア 1 式  
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ハード  ソ フ ト ウ ェ ア機能（ 品名）  数量 開発元 

 ネッ ト ワ ーク 監視ソ フト ウ ェ ア 1 式  

ス ト レ ージ管理ソ フ ト ウ ェ ア 1 式  

バッ ク アッ プ

サーバ 

OS 

( Wi ndows Server  2025 St andar d)  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

バッ ク アッ プソ フ ト ウ ェ ア 1 式  

運用端末 OS 

( Wi ndows 11 Pro)  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

オフ ィ ス ソ フ ト  

( Of f i ce365 Apps f or  busi ness )  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

データ ベース ク ラ イ アン ト ソ フ ト ウ ェ ア 

( Or acl e Dat abase Cl i ent )  

1 Or acl e 

監視用端末 OS 

( Wi ndows 11 Pro)  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

オフ ィ ス ソ フ ト  

( Of f i ce365 Apps f or  busi ness ) ま たは 
（ Of f i ce2024LTSC）  

1 マイ ク ロ ソ フ ト  

 

④ソ フト ウ ェ ア仕様 

１ ） 運用管理ソ フ ト ウ ェ ア 

運用管理ソ フ ト ウ ェ アと は、 サーバ（ 物理サーバ、 仮想マシン） やネッ ト ワ ーク

監視で得た情報等、 機器の情報を集約し シス テム全体の運用状況を総合的に管理す

る と と も に、 新シス テム統合環境を安定稼働さ せる ために必要な機能を有する ソ フ

ト ウ ェ アである 。  

項 目 仕 様 内 容 

必須環境 Wi ndows Server  2019/2022/2025、 および Wi ndows Ser ver  2025 Hyper-V 

を サポート し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

物理サーバやス ト レ ージ、 ネッ ト ワ ーク 機器と いっ た物理ハード ウ ェ

アだけではなく 、 Wi ndows Ser ver  2025 Hyper -V や他の仮想化ソ フト を

利用し た仮想マシンの稼働状況も 同一のコ ンソ ールから 一元管理がで 

き る こ と 。  

物理サーバの負荷状態を 監視し 、 高負荷を 検出し た場合にはラ イ ブマ

イ グレ ーショ ンによ り 仮想マシン を再配置し て全体的な負荷の平準化 

を 図れる 機能を有する こ と 。  

仮想マシンの作成や電源管理、 起動・ 再起動、 シャ ッ ト ダウン、 ラ イ ブ 

マイ グレ ーショ ン等が行える こ と 。  

障害検出時に、 メ ールでの通知や、 ネッ ト ワ ーク 監視表示灯と の連携が 

可能である こ と 。  
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後述する 「 サーバ監視ソ フト ウェ ア」 「 ネッ ト ワーク 監視ソ フト ウェア」  

「 スト レージ管理ソ フト ウェ ア」 と 連携を行う こ と ができ 、 発生し たイ ベ

ント を統合的に見る こ と ができ る こ と 。  
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項 目 仕 様 内 容 

 シス テム の使用状況に応じ て仮想マシンを 動的に再配置し 、 余剰サー

バを シャ ッ ト ダウ ンする こ と によ り 稼働効率と 省電力を 両立でき る こ  

と 。  

 

２ ） サーバ監視ソ フ ト ウ ェ ア 

サーバ監視ソ フト ウ ェ アと は、 CPU 使用率、 メ モリ 使用率、 ディ ス ク 使用率など

物理サーバおよ び仮想マシンの稼働状況の監視や、 物理サーバの障害箇所なら び

に障害内容をリ アルタ イ ムで表示する こ と で、 迅速な障害復旧を行う こ と を支援す

る ソ フ ト ウ ェ アである 。  

構 成 仕 様 内 容 

必須環境 Wi ndows Ser ver  2019/2022/2025、 Red Hat  Ent er pr i se Li nux 8/9、 お

よ び Wi ndows Ser ver  2025 Hyper -V を サポート し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

物理サーバおよ び仮想マシン 全体に対し て以下に示す監視/機能が行

える こ と 。  

・ ハード ウ ェ アの構成情報を き め細かく 監視でき る こ と 。  

・ ハード ディ ス ク エラ ー等の警告を 通報でき る こ と 、 ま た CPU やメ モ

リ など のシス テムリ ソ ース を 定期的に監視し 障害発生時に管理者へ通

報でき る こ と 。  

・ Wi ndows サービス監視、 プロ セス監視、 サービスポート 監視ができ る こ

と 。  

・ 障害発生時に障害内容や障害箇所などを メ ッ セージボッ ク ス と  SNMP 

で管理者に通報でき る こ と 。  

監視対象機器の状態が視覚的に把握でき る こ と 。  

 

３ ） ネッ ト ワ ーク 監視ソ フト ウ ェ ア 

ネッ ト ワ ーク 監視ソ フト ウ ェ アと は、 ネッ ト ワ ーク 機器の障害検知や、 構成情報

なら びに性能を管理する ソ フ ト ウ ェ アである 。  

構 成 仕 様 内 容 

必須環境 Wi ndows Ser ver  2025 を サポート し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

SNMP プロ ト コ ルを 利用し てネッ ト ワ ーク 機器の監視が行える こ と 。  

ネッ ト ワ ーク の構成を ビ ジュ アルに表示可能である こ と 。  

ネッ ト ワ ーク 機器の構成情報(  I P アド レス ・ SNMP コ ミ ュ ニティ 名・ SW 

バージョ ン等 ) のイ ンポート ・ エク ス ポート が行える こ と 。  

ネッ ト ワ ーク 機器のダウ ン やネッ ト ワ ーク の異常ト ラ フ ィ ッ ク 等が発 

生し た際に管理者へ通報でき る こ と 。  
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構 成 仕 様 内 容 

 ト ラ フ ィ ッ ク 情報を 収集し 性能レ ポート を 自動生成可能なこ と 。  

監視画面上で行われた操作およ び自動実行さ れた処理に対し て、 操作

内容、 結果の履歴等をロ グと し て自動記録する こ と によ り 、 ネッ ト ワ ーク

運用管理のオペレーショ ンに関する 証跡管理を行う こ と ができる こ  

と 。  

 

４ ） ス ト レ ージ管理ソ フト ウ ェ ア 

スト レージ管理ソ フト ウ ェ アと は、 ス ト レージの障害検知や、 スト レージの設定

なら びに性能の管理を行う ソ フト ウ ェ アである 。  

構 成 仕 様 内 容 

必須環境 Wi ndows Ser ver  2025 をサポート し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

ス ト レ ージの設定およ び管理が行える こ と 。  

構成要素と その状態をビジュ アルで表示可能であり 、 ま た、 障害を検出 

し たと き にはメ ッ セージやアイ コ ン表示にて通知でき る こ と 。  

スト レージの性能情報蓄積、 性能分析支援、 およ びリ アルタ イ ムな性能 

監視を行い、 設定し たし きい値を越えた時には、 メ ッ セージやアイ コン表

示にて通知でき る こ と 。  

誤アク セス・ 不正アク セスを防止するために、 物理サーバが使用する論 

理ディ ス ク を 設定・ 制限する こ と ができ る こ と 。  

二次キャ ッ シュ に関連する 性能情報を取得・ 分析できる こ と 。 ま た、 こ  

の結果を 基に、 二次キャ ッ シュ の使用状況を把握でき る こ と 。  

 

５ ） ス ト レ ージ接続パス 制御ソ フ ト ウ ェ ア 

ス ト レ ージ接続パス 制御ソ フ ト ウ ェ アと は、 ス ト レ ージへの接続部分の負荷分散 

／耐障害性を 向上さ せる ソ フ ト ウ ェ アである 。  

構 成 仕 様 内 容 

必須環境 Wi ndows Ser ver  2025 をサポート し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

ス ト レ ージと サーバ間のアク セス パス 上で障害が発生し た場合に自動

的にアク セス パス の代替が行える こ と 、 ま た、 ス ト レ ージと サーバ間で

複数のアク セス パス を同時に使用し  I /O ト ラ フ ィ ッ ク を各アク セス パ 

ス に分散でき る こ と 。  

 

６ ） バッ ク アッ プソ フ ト ウ ェ ア 

バッ ク アッ プソ フト ウ ェ アと は、 サーバのディ スク 障害や、 誤った操作によ る 消

去などに備え、 データ のバッ ク アッ プおよ びリ スト ア（ 復元） を行う ソ フト ウ ェ  
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アである 。  

構 成 仕 様 内 容 

必須環境 バッ ク アッ プサーバ側は Wi ndows Server  2025 に対応し ている こ と 。  

また、 バッ ク アッ プのク ラ イ アント と し てWi ndows Server  2019/2022 

/2025、 Red Hat  Enterpri se Li nux 8/9、 およ び Wi ndows Server  2025 

Hyper-V に対応し ている こ と 。  

ソ フ ト ウ ェ ア

要件 

全ての物理サーバおよ び仮想化統合サーバ上のゲス ト  OS のバッ ク アッ  

プと リ カバリ を効率的に集中管理でき る こ と 。  

Oracl e データ ベース をオン ラ イ ン バッ ク アッ プでき る こ と 。  

仮想テープ装置や重複排除機能を 持つス ト レ ージを バッ ク アッ プ装置 

と し て利用でき る こ と 。  

ス ケジュ ール設定によ り バッ ク アッ プ運用の自動化が行える こ と 。  

物理サーバのイ メ ージリ ス ト ア( ベアメ タ ルリ ス ト ア) 機能がある こ  

と 。  

Cl ust er  shar ed vol umes( CSV) をサポート し ている こ と 。  

バッ ク アッ プは、 スナッ プショ ッ ト 、 ボリ ューム単位、 ファ イ ル単位及び 

それぞれの増分に対応する こ と 。  

バッ ク アッ プ結果を 管理者に通知でき る こ と 。  

複数のバッ ク アッ プジョ ブを 並列で実行でき る こ と 。  

フ ルバッ ク アッ プと 差分バッ ク アッ プをディ ス ク 上に保存し 、 それら  

を 合成し て最新のフ ルバッ ク アッ プを 生成でき る こ と 。  

バッ ク アッ プ対象機器にイ ン ス ト ールさ れたエージェ ン ト のバージョ  

ンが2つ前ま での旧バージョ ンであっても 互換性があり 動作する こ と 。  
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（ ２ ）  履行期間 

本業務の全体ス ケジュ ールにおける 「 機器賃貸借」 の履行期間を 以下に示す。  
 

 

 

機器賃貸借における 履行期間を 以下に示す。  

業務名 期 間 

機器賃貸借 令和９ 年１ 月１ 日～ 

令和１ ３ 年１ ２ 月３ １ 日 

 

 
（ ３ ）  解体・ 撤去 

賃貸借が終了し た場合は、 機器等の解体、 撤去、 搬出を 行う 。 なお、 再リ ース 契約

し た場合においても 同様と する 。  

３ ） 機器保守 

 

２ ） システムの維持保守 

 

１ ） Ａ Ｐ 保守業者からの引き継ぎ 
 

 

運

用

保

守 

４ ） 共有機器利用システム移設 

 

３ ） 移行対象システム移行 

２ ） サーバ機器およびネットワーク

構築 

１ ） 付帯設備（ 機器据付）  
 

 
機

器

設

置

設

定 

ハードウェア・ネットワーク詳細設計書 

 

機器賃貸借 

 

システム本稼働 イベント 

12月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 

令和13年 
 

令和9年 令和8年 
業務名 
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２  ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計 
 

（ １ ）  設計書作成 

受注者は、 契約後に貸与する 現シス テム環境の「 ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細

設計書」 およ び、 「 システム統合環境における ハード ウ ェア／ソ フト ウ ェ ア要求仕様」 を

参考にし て、 新シス テム統合環境を 構築する ためのハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細

設計を行う こ と 。 なお、 移行対象シス テムの移行期間中に、 稼働し ている 移行対象シス

テムが並行稼働を 行える よ う 、 ま た、 移行対象シス テムに悪影響を 及ぼさ ないよ う に事

前に現在のシス テム統合環境を調査し 確認し た上で設計を行う こ と 。  

①新シス テム統合環境の信頼性やセキュ リ ティ 等の設計方針、 目的について記述する こ

と 。  

②新シス テム統合環境の詳細設計対象範囲、 全体的な構成について記述する こ と 。  

③新シス テム統合環境のハード ウ ェ ア性能や機能を物理的な観点よ り 記述する こ と 。 ま

た、 サーバにおいてはイ ンス ト ール時の基本的な設定値について記述する こ と 。  

④新シス テム統合環境の仮想マシンイ ンス ト ール時の基本的な設定値について記述す

る こ と 。  

⑤新シス テム統合環境のソ フ ト ウ ェ ア機能、 設定項目など について記述する こ と 。  

⑥新シス テム統合環境のネッ ト ワ ーク の物理的な接続、 論理的な通信制御、 セキュ リ テ

ィ 、 I P アド レ ス などについて記述する こ と 。 なお、 「 第２ -３ -( 4) 」 に記載の共有機

器利用シス テムの移設する サーバも 含める こ と 。  

⑦移行対象シス テムのリ モート メ ンテナンスを行える よ う 、 Ａ Ｐ 保守業者と 調整し 設計

を行う こ と 。  

⑧新シス テム統合環境を 導入する 際のス ケジュ ール、 バッ ク アッ プや監視のテス ト 方

法、 切り 替え手法など について記述する こ と 。  
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（ ２ ）  履行期間 

本業務の全体ス ケジュ ールにおける 「 ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計」 の履行期

間を以下に示す。  

※詳細は、 契約後、 発注者と の協議によ り 決定する 。  
 

 

 

ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計における 履行期間を 以下に示す。  

業務名 期 間 

ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計 契約日～ 

令和８ 年１ ０ 月３ １ 日 

３ ） 機器保守 

 

２ ） システムの維持保守 

 

１ ） Ａ Ｐ 保守業者からの引き継ぎ 
 
 

運

用

保

守 

４ ） 共有機器利用システム移設 

 

３ ） 移行対象システム移行 

２ ） サーバ機器およびネットワーク

構築 

１ ） 付帯設備（ 機器据付）  
 

 
機

器

設

置

設

定 

 

ハードウェア・ネットワーク詳細設計書 

 

機器賃貸借 

 

システム本稼働 イベント 

12月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 

令和13年 
～ 

令和9年 令和8年 
業務名 
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３ 機器設置設定 

受注者は、 機器の導入に先立ち、 作業内容、 作業体制およ びスケジュール等を記載し た「 業務計

画書」 を作成し 、 福島県の承認を得る こ と 。 承認を得た後、 以下に示す作業を実施する こ と 。  

（ １ ）  付帯設備（ 機器据付）  

①機器搬入作業 

ハード 類の搬入にあたっ ては次の点に留意する こ と 。  

１ ） 機器の搬入・ 設置を 行う ための必要な調査を 事前に行う こ と 。  

２ ） ハード 類を 搬入する 際に、 機器等に損傷を 与える こ と がないよ う 、 必要な養生

を 機器等に施すこ と 。  

３ ） ハード 類を 搬入する 際に、 搬入経路の施設及び設備に損傷を 与える こ と がない

よ う 、 必要な箇所に養生を 施すこ と と する 。  

４ ） 機器の梱包物、 搬入の際に使用し た養生品及びその他不要と なった資材を 、 設

置完了後速やかに撤去し 廃棄する こ と 。 なお、 環境への影響を 考慮し 、 廃棄物

は極力削減する よ う に考慮する こ と 。  

②据付・ 設置作業 

ハード 類の設置にあたっ ては次の点に留意する こ と 。  

１ ） サーバラ ッ ク に収納する 機器については、 運用及び保守作業の効率性に配慮し

て配置する こ と 。  

２ ） サーバラ ッ ク に収納し た機器が、 地震ある いは人間等がサーバラ ッ ク に衝突し

た際の衝撃によ っ て、 当該サーバラ ッ ク から 飛び出すこ と のないよ う にする こ

と 。  

３ ） 機器の識別について 

導入し た機器については、 第三者でも 識別可能と なる 処置を行う こ と 。

４ ） ラ ッ ク 構成表の作成 

サーバラ ッ ク に収納する 機器の「 ラ ッ ク 構成表」 を 作成する こ と 。

５ ） ラ ッ ク の要件 

ア） EI A 規格準拠の 19 イ ン チ、 42U ラ ッ ク （ 2 本） と する こ と 。  

イ ） 幅 700mm、 奥行 1, 100mm 以上、 高さ  2, 200mm 以下と する こ と 。  

ウ ） 側板、 背面板、 扉付（ 右開き 扉、 向かって右に蝶番） と する こ と 。

エ） 側板、 背面板、 扉には通気口がないこ と 。  

オ） ラ ッ ク の底部に 2 個以上及び上部に６ 個以上の冷却用ファ ンを 設置する こ

と 。  

カ） データ センタ ーはフ リ ーアク セス フ ロ アと なっ ている ので、 フ リ ーアク セス

フ ロ ア用基台を用いる こ と 。  

キ） アン カーボルト によ る 耐震工事を 行う こ と 。  

ク ） 別途指定する 分電盤への接続、 ラ ッ ク ま での電源ケーブルを 配線する こ と 。

ケ） 設置工事及び電源工事については、 データ センタ ー管理者と 打ち合わせを行 

う こ と 。  
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コ ） ラ ッ ク の鍵はセキュ リ ティ を考慮し 、 ラ ッ ク メ ーカの共通鍵ではないも のと

する こ と 。  

 
③ケーブル配線・ 接続作業 

１ ） 据付し たハード 類について、 こ れら が正常に動作する よ う 、 所定の接続ケーブ

ルによ り 、 機器間の接続を行う こ と 。  

２ ） 据付し たハード 類が正常に動作する よ う 、 所定の電源ケーブルによ り 、 電源確

保のための配線を 行う こ と 。  

３ ） ケーブルの識別について 

接続し たケーブルは機能単位に色分けやタ グの取付けを行い、 第三者でも 識別

や接続先の確認が可能になる よ う な処置を 行う こ と 。  

４ ） ケーブル配線の整理について 

ケーブルの配線は、 運用・ 保守作業を 考慮し 、 邪魔になら ないよ う な整理・ 工

夫をする こ と 。  

５ ） 接続・ 配線図の作成 

導入し た機器に関する 「 ケーブル配線図」 を作成する こ と 。  
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（ ２ ）  サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク 構築 

受注者は、 環境設計を 実施する に当たり 確認すべき 事項がある 場合には、 福島県に

申し 出、 対応する こ と 。  

ま た、 本調達において納入する 機器のハード ウ ェ アの設定、 ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス

ト ールおよ び設定、 ネッ ト ワ ーク の設定を 行う こ と 。  

作業にあ たっ ては、 「 第２ -１ -( 1)  調達機器仕様」 を 参照する こ と 。  

①構築内容 

機器毎の構築概要を 以下に示す。  

１ ） 仮想化統合サーバ（ 実稼働機系）  

ア） 親パーティ ショ ンの OS イ ンス ト ール・ 設定 

イ ） Wi ndows Ser ver  2025 Hyper-V のセッ ト アッ プ 

ウ ） Wi ndows Ser ver  Fai l over  Cl ust er i ng( WSFC) のセッ ト アッ プ

エ） 共有ディ ス ク の認識 

オ） ク ラ ス タ ーの作成 

カ） ク ラ ス タ ー共有ボリ ュ ーム( CSV) のセッ ト アッ プ 

キ） 親パーティ ショ ンへミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定  

ク ） ラ イ ブマイ グレ ーショ ン実行環境の構築 

２ ） 仮想化統合サーバ（ 開発・ テス ト 系）  

ア） 親パーティ ショ ンの OS イ ンス ト ール・ 設定 

イ ） Wi ndows Ser ver  2025 Hyper-V のセッ ト アッ プ 

ウ ） 親パーティ ショ ンへミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定

３ ） BI  サーバ 

ア） OS イ ン ス ト ール・ 設定 

イ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定

４ ） 電子納品保管管理拠点統合サーバ 

ア） OS イ ン ス ト ール・ 設定 

イ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定。  

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定 
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５ ） 仮想化統合サーバ用ス ト レ ージ 

ア） 運用管理サーバから 管理する 上で必要と なる  I P アド レスや SNMP の設定

イ ） ディ ス ク パーティ ショ ンの設定 

ウ ） SSD 二次キャ ッ シュ の設定

エ） アク セス 制限の設定 

６ ） 運用管理サーバ 

ア） OS イ ン ス ト ール・ 設定

イ ） ド メ イ ン移行 

・ 現行運用管理サーバ( DC) でド メ イ ン／フ ォ レ ス ト の機能レ ベル変更 

・ DC 追加、 ド メ イ ン コ ント ロ ーラ 昇格 

・ 現行運用管理サーバ( DC) で FSMO( ス キーママス タ 、 信頼関係、 イ ン フラ ス ト

ラ ク チャ 操作マス タ 等) 転送 

・ 現行運用管理サーバ( DC) のド メ イ ンコ ン ト ロ ーラ 降格 

・ 運用管理サーバ( DC) でド メ イ ン／フ ォ レ ス ト の機能レベル変更

ウ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定

７ ） バッ ク アッ プサーバ 

ア） OS イ ン ス ト ール・ 設定 

イ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ バッ ク アッ プを 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定

８ ） バッ ク アッ プ装置 

ア） 運用管理サーバから 管理する 上で必要と なる  I P アド レスや SNMP の設定

イ ） バッ ク アッ プソ フ ト ウ ェ アから バッ ク アッ プ先と し て使用する 設定 

９ ） 負荷分散装置 

ア） 運用管理サーバから 管理する 上で必要と なる  I P アド レ ス や SNMP の設定 

イ ） 事業執行管理シス テムのWeb/AP サーバ1・ 2 や、 建設業管理システムのWeb/AP 

サーバ 1・ 2 を対象と し たアク セス に対し ての負荷分散設定 

ウ ） 2 台構成で障害時のフ ェ イ ルオーバ機能設定

１ ０ ） フ ァ イ アーウ ォ ール 

ア） 運用管理サーバから 管理する 上で必要と なる  I P アド レスや SNMP の設定

イ ） ネッ ト ワ ーク セグメ ント 間の不正な通信を遮断する 設定 

ウ ） 2 台構成で障害時にフ ェ イ ルオーバ機能設定

１ １ ） レ イ ヤ２ ス イ ッ チ 

ア） 運用管理サーバから 管理する 上で必要と なる  I P アド レスや SNMP の設定

イ ） ２ 台×４ 式でのスタ ッ ク 接続設定 
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１ ２ ） ネッ ト ワ ーク 監視表示灯 

ア） 運用管理サーバと の連携を 行う 上で必要と なる 設定

１ ３ ） 運用端末 

ア） Wi ndows 11 Pro のイ ンス ト ール・ 設定

イ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定 

・ オフィ ス ソ フ ト のイ ンス ト ール・ 設定

１ ４ ） 監視用端末 

ア） Wi ndows 11 Pro のイ ンス ト ール・ 設定

イ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 監視を行う ためのイ ンス ト ール・ 設定 

・ アンチウ イ ルス のイ ンス ト ール・ 設定 

・ オフィ ス ソ フト のイ ンス ト ール・ 設定 

②確認試験 

受注者は、 上記「 ①構築内容」 の作業が完了し た時点において、 正常に起動およ び

動作する かを確認し て、 「 動作試験結果報告書」 を作成し、 福島県の承認を得るこ と 。  

なお、 こ れら が正常起動およ び動作し なかった場合は、 受注者の責任と 負担によ り 、 正

常に起動およ び動作する よ う 修補する も のと する 。  
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（ ３ ）  移行対象システム移行 

受注者は、 移行期間中に移行対象シス テム のサーバを 、 移行パタ ーン に従って新シ

ス テム 統合環境へ移行する こ と 。 ま た、 移行期間中は現在稼働中の移行対象シス テム

を並行稼働さ せる こ と 。  

①サーバ移行パタ ーンの概要

１ ） 移行パタ ーン  1 

ア） 新シス テム 統合環境へ仮想マシンを新たに作成し 、 OS を  Wi ndows Server  

2025 に変更する 。  

イ ） I P アド レ ス を現行から 変更する 。  

ウ ） シス テムが動作する よ う ミ ド ルウ ェ アやＡ Ｐ を 設定する 。

２ ） 移行パタ ーン  2 

ア ） 現行環境の仮想マシン を エク ス ポート し 新シス テム 統合環境へイ ン ポート

にて移行する 。 ( OS は現行通り )  

イ ） I P アド レ ス を現行から 変更する 。  

ウ ） シス テムが動作する よ う 必要に応じ てミ ド ルウ ェ アやＡ Ｐ を設定する 。

３ ） 移行パタ ーン  3 

ア） 「 第２ -３ -( 2)  サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク 構築」 の移行対象システム専

用の物理サーバに対し てシス テム が動作する よ う ミ ド ルウ ェ アやＡ Ｐ を 設

定する 。  

 
②移行対象シス テムの移行パタ ーン

１ ） 仮想マシン（ 実稼働機系）  

 

シス テム 名 
 

サーバ名 
移 行 パ   

タ ーン 1 

移 行 パ   

タ ーン 2 

移 行 パ 

タ ーン 3 

 

 

 

事業執行管理シス テム 

Web/AP サーバ 1 ○   

Web/AP サーバ 2 ○   

連携サーバ ○   

DB サーバ ○   

中間 DB サーバ ○   

 

 

 

 
建設業管理シス テム 

DB サーバ  ○  

Web/AP サーバ 1  ○  

Web/AP サーバ 2  ○  

編集マス タ  DB サーバ  ○  

編集マス タ  Web/AP サー 

バ 

 ○  

災害事務管理シス テム AP/DB サーバ ○   
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電子納品保管管理シス テム
※ 

Web サーバ    

AP サーバ    

DB サーバ    

 

河川関係占用管理シス テム  
河川関係占用管理シス テ 

ム サーバ 

〇   

 

雪量情報管理シス テム 
Web サーバ 〇   

DB サーバ 〇   

 

２ ） 仮想マシン（ 開発・ テス ト 系）  

 

シス テム 名 
 

サーバ名 
移 行 パ   

タ ーン 1 

移 行 パ   

タ ーン 2 

移 行 パ 

ターン 3 

 

 

 

 

 

 

事業執行管理シス テム 

Web/AP サーバ 1 〇   

Web/AP サーバ 2 〇   

連携サーバ 〇   

研修用 Web/AP サーバ 〇   

開発保守 Web/AP サーバ 〇   

DB サーバ 〇   

中間 DB サーバ 〇   

テスト ・ 研修用 DB サーバ 〇 
  

 

３ ） 物理サーバ 

 

シス テム 名 
 

サーバ名 
移 行 パ   

タ ーン 1 

移 行 パ   

タ ーン 2 

移 行 パ 

ターン 3 

事業執行管理シス テム BI  サーバ 〇   

 

電子納品保管管理シス テム  
※ 

電子納品保管管理拠点統 

合サーバ 

   

※電子納品保管管理システムは、 CS-GVのラ イ ンセス 認証に必要なラ イ センス 

サーバのセッ ト アッ プになる ため、 データ 移行は発生し ません。  
 

③移行パタ ーンご と の作業内容 

１ ） 移行パタ ーン 1 で移行する 際の作業 

下記のう ち、 エ） , オ） , カ） , ク ） , ケ） , コ ） における 見積徴収結果は、 巻末資料

のと おり 。  

ア） 仮想エリ アに仮想マシンを 作成 

・ 仮想マシンへの論理 CPU・ メ モリ ・ ディ ス ク 等の資源割り 当てを行う 。  
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イ ） OS イ ン ス ト ール・ 設定 

・ 仮想マシンへ Wi ndows Ser ver  2025 の OS イ ンスト ール・ 設定を行う 。

ウ ） ミ ド ルウ ェ アのイ ンス ト ール・ 設定 

・ 仮想マシンへ監視を 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定を行う 。  

・ 仮想マシンへバッ ク アッ プを 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定を 行う 。  

・ 仮想マシンへアンチウ イ ルス のイ ン ス ト ール・ 設定を行う 。  

エ） 移行対象シス テム固有ミ ド ルウ ェ ア、 Ａ Ｐ のイ ンス ト ール・ 設定 

・ 仮想マシンへ変更する  OS で動作する 移行対象シス テム固有ミ ド ルウ ェ アや

アプリ ケーショ ン のイ ン ス ト ール・ 設定を 行う 。  

オ） テス ト データ 移行 

・ システム 動作試験のため、 データ を移行する 。

カ） シス テム動作試験 

・ 移行対象シス テムの動作試験を 行う 。

キ） ミ ド ルウ ェ ア動作試験 

・ 仮想マシンの監視試験を 行う 。  

・ 仮想マシンのバッ ク アッ プ試験を行う 。

ク ） 連携シス テム 連携・ 動作確認 

・ 移行対象シス テムと 連携する 、 連携シス テムと の連携・ 動作確認を 行う 。

ケ） 本番データ 移行 

・ 本番データ を 移行する 。

コ ） 本番切替え作業 

・ 本番切替えを 行う 。  

・ 本番切替え後の動作確認を行う 。  

・ 本番切替え後の立ち合いを行う 。  

 
 

２ ） 移行パタ ーン 2 で移行する 際の作業 

下記のう ち、 オ） , カ） , ク ） , ケ） , コ ） における 見積徴収結果は、 巻末資料のと

おり 。  

ア） 現行の仮想マシンを 移行 

・ 現行環境の仮想マシンを エク ス ポート し 、 仮想エリ アにイ ンポート にて移行

を 行う 。  

イ ） ネッ ト ワ ーク 設定 

・ 仮想マシンのネッ ト ワ ーク の設定変更を 行う 。

ウ ） 現行ミ ド ルウ ェ アのアンイ ン ス ト ール 

・ 移行後の仮想マシンから 現在のシス テム 統合環境の監視、 バッ ク アッ プ、 ア

ンチウ イ ルス ソ フ ト ウ ェ アのアン イ ン ス ト ールを行う 。  

エ） ミ ド ルウ ェ アイ ンス ト ール・ 設定 

・ 仮想マシンへ監視を 行う ためのイ ン ス ト ール・ 設定を行う 。  

・ 仮想マシンへバッ ク アッ プを 行う ためのイ ンス ト ール・ 設定を 行う 。  
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・ 仮想マシンへアンチウ イ ルス のイ ン ス ト ール・ 設定を行う 。  

オ） 仮想マシンへ移行対象システム固有ミ ド ルウ ェ ア、 Ａ Ｐ のイ ンスト ール・ 設

定（ 必要時のみ）  

カ） シス テム動作試験 

・ 移行対象シス テムの動作試験を 行う 。

キ） ミ ド ルウ ェ ア動作試験 

・ 仮想マシンの監視試験を 行う 。  

・ 仮想マシンのバッ ク アッ プ試験を行う 。

ク ） 連携シス テム 連携・ 動作確認 

・ 移行対象シス テムと 連携する 、 連携シス テムと の連携・ 動作確認を 行う 。

ケ） 本番データ 移行 

・ 本番データ を 移行する 。

コ ） 本番切替え作業 

・ 本番切替えを 行う 。  

・ 本番切替え後の動作確認を行う 。  

・ 本番切替え後の立ち合いを行う 。  

 
 

３ ） 移行パタ ーン 3 で移行する 際の作業 

下記のう ち、 ア） , イ ） , ウ ） , オ） , カ） , キ） における 見積徴収結果は、 巻末資料

のと おり 。  

ア） 移行対象シス テム固有ミ ド ルウ ェ ア、 Ａ Ｐ のイ ンス ト ール・ 設定 

・ 物理サーバへ変更する  OS で動作する 移行対象シス テム固有ミ ド ルウ ェ アや

アプリ ケーショ ンのイ ン ス ト ール・ 設定を 行う 。  

イ ） テス ト データ 移行 

・ システム 動作試験のため、 データ を移行する 。

ウ ） シス テム動作試験 

・ 移行対象シス テムの動作試験を 行う 。

エ） ミ ド ルウ ェ ア動作試験 

・ 物理サーバの監視試験を 行う 。  

・ 物理サーバのバッ ク アッ プ試験を行う 。

オ） 連携シス テム 連携・ 動作確認 

・ 移行対象シス テムと 連携する 、 連携シス テムと の連携・ 動作確認を 行う 。

カ） 本番データ 移行 

・ 本番データ を 移行する 。

キ） 本番切替え作業 

・ 本番切替えを 行う 。  

・ 本番切替え後の動作確認を行う 。  

・ 本番切替え後の立ち合いを行う 。  
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④移行体制 

受注者は、 福島県と の調整、 計画の策定や、 移行に関する 進捗管理およ び課題管理

等、 適切なプロジェク ト 管理を行い、 品質を確保できる十分な体制を整えるこ と 。 ま た、

Ａ Ｐ 保守業者を含めた作業計画の策定およ び管理を行う こ と 。  

 
⑤その他 

１ ） 受注者は、 移行期間中、 現在稼働中の移行対象シス テムを並行稼働さ せる こ と 。 な

お、 並行稼働をさ せる ために現在のシス テム統合環境を変更する 必要がある 場合

は、 悪影響を及ぼさ ないよ う 計画を策定し 、 福島県と 協議し た上で変更する こ

と 。  

２ ） 受注者は、 連携シス テム と の連携・ 動作確認について、 移行対象シス テムと 連

携シス テム 側で相互に実施でき る よ う 福島県と 調整し 計画を 策定し た上で、 Ａ  

Ｐ 保守業者へ依頼する こ と 。  

３ ） 受注者は、 受注者が実施し た移行作業の「 移行作業結果報告書」 を作成し 、 福島

県の承認を得る こ と 。 なお、 こ れら が正常起動およ び動作し なかった場合は、 受注

者の責任と 負担によ り 、 正常に起動およ び動作する よ う 修補する も のと する 。  
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（ ４ ）  共有機器利用シス テム移設 

受注者は、 現在のシス テム 統合環境のラ ッ ク に設置さ れている 共有機器利用シス テ

ムの機器を、 同じ データ セン タ ーに設置する 新シス テム 統合環境のラ ッ ク へ移設する

こ と 。 ま た、 新シス テム 統合環境のネッ ト ワ ーク へ接続を 行い、 現在と 同様に共有機

器利用シス テムを 動作さ せる よ う にする こ と 。  

 
①共有機器利用シス テムの移設内容 

共有機器利用シス テムの移設内容を以下に示す。

１ ） 道路管理シス テム 

下記のう ち、 ア） , ク ） , ケ） における 見積徴収結果は、 巻末資料のと おり 。

ア） 道路管理シス テムの停止 

イ ） 仮想化統合サーバ（ 道路管理系） 1 を新シス テム統合環境へ移設およ び結線

ウ ） 仮想化統合サーバ（ 道路管理系） 2 を新システム統合環境へ移設およ び結線

エ） 仮想化統合サーバ（ 道路管理系） ス ト レ ージを 新シス テム統合環境へ移設お 

よ び結線 

オ） バッ ク アッ プ用 NAS を 新シス テム 統合環境へ移設およ び結線 

カ） 現在のシス テム統合環境の負荷分散装置から 道路管理シス テム用の設定変

更ま たは削除 

キ） 新シス テム統合環境の負荷分散装置へ道路管理シス テム用の設定追加 

・ 負荷分散装置へ現在の動作と 同じ になる よ う 設定の追加を 行う 。

ク ） DNS サーバの変更 

・ Act i ve Di r ect or y に参加し ている サーバの DNS 設定を現在のシス テム統合

環境上にある 運用管理サーバから 新シス テム 統合環境の運用管理サーバへ

変更する 。  

ケ） 本番切替え作業 

・ 本番切替え作業を行う 。  

・ 本番切替え後の動作確認を行う 。  

・ 本番切替え後の立ち合いを行う 。  

 
 

２ ） 県営住宅管理シス テム 

下記のう ち、 ア） , キ） における 見積徴収結果は、 巻末資料のと おり 。

ア） 県営住宅管理シス テム の停止 

イ ） モジュ ールエンク ロ ージャ およ びUSB-HDD 3 台を 新シス テム統合環境へ移設

およ び結線 

ウ ） ファ イ アーウ ォ ール 2 台を新シス テム統合環境へ移設およ び結線

エ） ルータ を新シス テム統合環境へ移設およ び結線 

オ） ス イ ッ チングハブを 新シス テム統合環境へ移設およ び結線 

カ） Ｏ Ｎ Ｕを 新シス テム統合環境へ移設およ び結線（ 福島県と 協議の上、 移設を

行う こ と ）  
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キ） 本番切替え作業 

・ 本番切替え作業を 行う 。  

・ 本番切替え後の動作確認を行う 。  

・ 本番切替え後の立ち合いを行う 。  

 
 

②移設体制 

受注者は、 移設にあたって、 福島県と の調整、 計画の策定や、 移設に関する 課題管

理等、 適切なプロ ジェ ク ト 管理を行い、 品質を確保でき る 十分な体制を整える こ と 。

ま た、 Ａ Ｐ 保守業者を含めた作業計画の策定およ び管理を 行う こ と 。  

 
③その他 

１ ） 受注者は、 現在のシス テム統合環境のラ ッ ク 環境を事前に調査する こ と 。 また、 移

行対象シス テムが停止する こ と のないよ う 計画を策定し 福島県と 調整し た上で共

有機器利用システムの機器の移設を行う こ と 。  

２ ） 受注者は、 共有機器利用シス テム の機器を 「 ラ ッ ク 構成表」 およ び「 ケーブル

配線図」 へ含めて設計する こ と 。  

３ ） 移設作業にあたっ ては、 「 第２ -３ -( 1) -②」 およ び「 第２ -３ -( 1) -③」 に準じ

る こ と 。  

４ ） 受注者は、 受注者が実施し た移設作業の「 移設作業結果報告書」 を作成し 、 福島

県の承認を得る こ と 。 なお、 こ れら が正常起動およ び動作し なかった場合は、 受注

者の責任と 負担によ り 、 正常に起動およ び動作する よ う 修補する も のと する 。  
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（ ５ ）  作業上の留意事項 

①履行期間 

本業務の全体ス ケ ジュ ールにおける 「 機器設置設定」 の履行期間を 以下に示す。  
 

機器設置設定における 履行期間を 以下に示す。  

業務名 期 間 

 

機

器

設

置

設

定 

１ ） 付帯設備（ 機器据付）  令和８ 年９ 月１ 日～ 

令和８ 年９ 月３ ０ 日 

２ ） サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク  

構築 

令和８ 年９ 月１ 日～ 

令和８ 年１ １ 月３ ０ 日 

３ ） 移行対象シス テム 移行 令和８ 年１ ０ 月１ 日～ 

令和８ 年１ ２ 月３ １ 日 

４ ） 共有機器利用シス テム 移設 令和８ 年１ ０ 月１ 日～ 

令和８ 年１ ２ 月３ １ 日 

②作業時間について 

受注者の機器設置設定作業は、 平日の業務時間内を 基本と する こ と 。 詳細は別途、

福島県よ り 指示する こ と と する 。  

③データ の準備について 

ハード ウ ェ アおよ びミ ド ルウ ェ アの環境設定や動作確認において必要なデータ は、

基本的には受注者側で用意する こ と 。 ただし 、 福島県にて準備する 必要がある 場合に

は、 受注者は福島県と 協議の上、 データ の提供ま たは作成方法について決定し 対応する

こ と 。  

３ ） 機器保守 

 

２ ） システムの維持保守 

１ ） Ａ Ｐ 保守業者からの引き継ぎ 
 
 

運

用

保

守 

４ ） 共有機器利用システム移設 

 

３ ） 移行対象システム移行 

２ ） サーバ機器およびネットワーク

構築 

 

１ ） 付帯設備（ 機器据付）  

 

 

機

器

設

置

設

定 

 

ハードウェア・ネットワーク詳細設計書 

 

機器賃貸借 

 

システム本稼働 イベント 

12月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 

令和13年 
～ 

令和9年 令和8年 
業務名 
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４  運用保守業務 
 

（ １ ）  Ａ Ｐ 保守業者から の引き 継ぎ 

受注者は、 維持保守フェ ーズに向けて、 事業執行管理システム、 建設業管理シス テム、 災

害事務管理シス テム、 電子納品保管管理システム、 借上げ住宅賃貸借契約書審査・ 管理シス

テム、 河川関係占用管理システム、 雪量情報管理システムの各ＡＰ 保守業者から 運用業務の

引き 継ぎを実施する こ と 。  

（ ２ ）  シス テム の維持保守 

①業務内容 

１ ） ウ イ ルス 感染時の対応 

受注者は、 システム環境内でウ イ ルス 感染が検知さ れた場合は、 速やかに被害拡

大の防止を行い、 福島県の担当職員へ連絡し 、 除去及び被害の復旧支援を行う こ

と 。  

２ ） ハード ウ ェ アおよ びシス テム環境の状態監視 

受注者は、 ハード ウ ェ アおよ びシス テム環境の稼働状態を 常時監視する こ と 。

監視自体は監視ソ フ ト によ り 行われ異常があればアラ ート が上がる 仕組みでは

ある が、 アラ ート が上がる 予兆がないかを 含め定期的に確認を 行う こ と 。  

３ ） 障害対応 

受注者は、 ハード ウ ェ ア及びソ フト ウ ェ アの障害に対し て、 次の対応を行う こ

と 。  

ア） 障害連絡対応 

受注者は、 障害対応の連絡およ び問い合わせについて、 福島県職員服務規程

第７ 条に定める 勤務時間内は対応可能と する こ と 。 なお、 勤務時間外であっ

ても 緊急連絡体制を定め、 速やかな対応が図れる よ う 努める こ と 。  

イ ） 障害報告 

受注者は、 ハード ウ ェ ア及びソ フト ウ ェ アの障害に対し て、 一次切り 分けを

行い、 原因を特定し 、 担当職員へ連絡を行う 。  

また、 障害復旧後３ 日以内に障害内容、 発生原因、 対策内容等を記述した「 障害報

告書」 を作成し 、 福島県への報告を行う こ と 。  

なお、 障害発生時の情報と し てロ グ等がある 場合は、 「 障害報告書」 と あわ

せて提出する こ と 。  

４ ） データ 抽出／データ 修正 

受注者は、 データ 抽出または軽微なデータ 修正を福島県から の依頼によ り 行う  こ

と 。 データ 修正にあたっては事前にバッ ク アッ プを取ってから 実施する こ と 。  

５ ） 保守報告書の作成と 報告 

受注者は、 保守に係わる 作業を行った際には、 作業完了後、 速やかに「 保守報告

書」 を作成し 、 福島県に作業完了の報告を行い、 承認を得る こ と 。  

６ ） 技術支援 

受注者は、 納入し たハード ウ ェ ア及びソ フト ウ ェ アに関し て、 福島県およ びＡ  Ｐ

保守業者から 技術的な質問、 支援を求めら れた場合、 速やかに対応するこ と 。  
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７ ） ド キュ メ ント の更新 

受注者は、 保守作業に伴い設計書や手順書などに変更が発生し た場合は、 ド キュ

メ ント の修正を行い、 福島県から 承認を得る こ と 。  

８ ） 会議への出席 

受注者は、 福島県から 運用・ 保守に関する 会議の出席を求めら れた場合は対応す

る こ と 。  

９ ） 問合せ対応 

シス テムの運用に関し 、 一次窓口と し て職員から の技術的な問合せやト ラ ブルに

電話やメ ールで対応する こ と 。 なおメ ールアド レ スは、 福島県が準備する メ ール

アド レ ス を使用する こ と 。  
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機器保守 

②業務内容 

１ ） パッ チ及び最新ア ッ プデート プロ グラ ムについて 

ア） 受注者は、 ハード ウ ェ ア及びソ フト ウ ェ アの開発元・ 販売元から サポート を確

実に受けら れる 状態を確保し 、 パッ チ及び最新アッ プデート プロ グラ ム情報を

Ａ Ｐ 保守業者へ提供する こ と 。  

イ ） Ａ Ｐ 保守業者よ り パッ チ及び最新アッ プデート プロ グラ ムの適用が必要と

の判断があった場合は、 本番環境へ適用する こ と 。  

２ ） 障害対応 

受注者は、 ハード ウ ェ アの障害に対し て、 オンサイ ト 対応（ 技術者の派遣によ

る 現地での障害機器・ 部品の交換、 正常復帰確認作業、 報告） を 行う こ と 。 な

お、 障害対応に必要な機器や部品の確保等は受注者が行う こ と 。  

ア） 障害連絡対応 

受注者は、 障害対応の問い合わせ及び対応について、 福島県職員服務規程第

７ 条に定める 勤務時間内は対応可能と する こ と と し 、 時間外であっ ても 、 緊

急時連絡体制を定め、 速やかな対応を図れる よ う 準備する こ と 。  

イ ） 障害対応時間 

受注者は、 障害発生の連絡を 受けた場合、 速やかに対応を 図る こ と 。  

なお、 障害が福島県職員服務規程第７ 条に定める 勤務時間内に発生し た場合、 受

注者は連絡を受けてから ３ ０ 分以内に駆けつける こ と が可能である こ と 。 ま

た、 受注者は３ ０ 分以内で駆けつけが可能である こ と を保守拠点所在地等 によ

り 証明する こ と 。  

ウ ） 障害機器の交換 

障害等によ り 交換する 機器類について、 正常に動作する よ う 保障さ れている

も のを 交換する こ と 。  

エ） 障害報告 

受注者は、 障害復旧後３ 日以内に障害内容、 発生原因、 対策内容等を 記述し

た「 障害報告書」 を作成し 、 福島県への報告を行う こ と 。 なお、 障害発生時の

情報と し てロ グ等がある 場合は、 「 障害報告書」 と あわせて提出するこ と 。  

３ ） 定期点検 

受注者は、 ハード ウ ェ アに対し て年１ 回、 以下の定期点検を実施する こ と 。

ア） テス ト プロ グラ ムによ る 動作試験 

イ ） ハード ディ ス ク 装置のリ ード 試験

ウ ） バッ ク アッ プ装置の清掃 

エ） フ ァ ンおよ び吸排気孔の清掃

オ） エラ ーロ グの確認 

カ） 各デバイ ス のラ ンプ点灯テス ト

キ） 設置条件、 使用条件の提言 

ク ） 予防保守の適用 
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ケ） 作業完了後の動作確認

４ ） 保守報告書の作成と 報告 

受注者は、 保守に係わる 作業を 行った際には、 作業完了後、 速やかに「 保守報

告書」 を 作成し 、 福島県に作業完了の報告を行い、 承認を 得る こ と 。  

５ ） 技術支援 

受注者は、 納入し たハード ウ ェ アに関し て、 福島県およ びＡ Ｐ 保守業者から 技

術的な質問、 支援を求めら れた場合、 速やかに対応する こ と 。  

（ ３ ）  受注者と 福島県の体制・ 役割 

①体制・ 役割 

受注者は、 運用保守と し て、 以下に示す体制を 構築する こ と 。  
 

 

 

役割 主な業務内容 常駐/非常注 人数 

 

 

 

 
オペレ ータ  

・ 障害発見時の担当職員への連絡 

・ 稼働状況の監視、 報告 

・ 保守作業の報告 

・ 障害状況の調査 

・ 福島県から の依頼対応（ データ 抽出／軽微なデータ

修正など）  

・ 問合せ対応 

 

 

 

 
常駐 

 

 

 

 
１ 名 

 

福

島

県 

受注者（運用保守） 
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（ ４ ）  関係業者と の責任範囲およ び体制と 役割 

運用保守業務以降の体制、 受注者の位置づけ等を以下に示す。  

 
 

① 責任範囲 

Ａ Ｐ 保守業者

事業執行管理

受注者（ 運用保守）

Ａ Ｐ 保守業者

建設業管理

業務アプリ
ケ ーショ ン

ミ ド ルウ ェア

基本Ｏ Ｓ

ハード ウ ェア
・

ネッ ト ワ ーク

Ａ Ｐ 保守業者

災害事務管理

Ａ Ｐ 保守業者

電子納品保管
管理

Ａ Ｐ 保守業者

借上げ住宅
賃貸借契約書
審査・ 管理

Ａ Ｐ 保守業者

河川関係占用
管理

Ａ Ｐ 保守業者

雪量情報管理

責任分界点

仮
想
マ
シ
ン

 

 

※業務アプリ ケーショ ンと ミ ド ルウ ェ アが受注者と Ａ Ｐ 保守それぞれで対応する 役割

を 以下に示す。  

１ ） 受注者 

ア） 業務アプリ ケーショ ン に対する 状態監視を 行う  

イ ） バッ ク アッ プや監視など シス テム共通のミ ド ルウ ェ アについては、 受注者が

設定/管理する  

２ ） Ａ Ｐ 保守業者 

ア） 業務アプリ ケーショ ン に対する 機能改善や動作環境維持等を行う  

イ ） 業務アプリ ケーショ ン にて必要なミ ド ルウ ェ アについては、 Ａ Ｐ 保守がイ ン

ス ト ール/設定/管理する  

 

②作業体制 

福島県

受注者
Ａ Ｐ 保守業者

事業執行
Ａ Ｐ 保守業者

建設業
Ａ Ｐ 保守業者

災害事務
Ａ Ｐ 保守業者

電子納品
Ａ Ｐ 保守業者
借上げ住宅

Ａ Ｐ 保守業者
河川占用

Ａ Ｐ 保守業者
雪量情報

ハード ウ ェア・ ミ ド ルウェ ア等ベンダー
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③役割分担 

項 

番 

 

主な作業項目 
 

受注者 
 

Ａ Ｐ 保守業者 

１  シス テム 運用 ○ － 

 

２  
物理サーバ OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ情報提供 

 

○ 
 

－ 

 

３  
仮想マシン OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ情報提供 

 

－ 
 

○ 

 

４  
物理サーバ OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ適用判断 

 

○ 
 

－ 

 

５  
仮想マシン OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ適用判断 

 

－ 
 

○ 

 

６  
物理サーバ OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ適用 

 

○ 
 

－ 

 

７  
仮想マシン OS， ミ ド ルウ 

ェ アパッ チ適用 

 

－ 
 

○ 

８  障害通知 ○ － 

９  一次切り 分け ○ － 

10 障害対応 ○ ○ 

11 障害報告 ○ ○ 

12 性能状態監視 ○ － 

13 定期点検 ○ － 

14 問題解決支援 ○ ○ 
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（ ５ ）  履行期間 

本業務の全体ス ケジュ ールにおける 「 運用保守」 の履行期間を 以下に示す。  
 

運用保守における 履行期間を 以下に示す。  

業務名 期 間 

 

運

用

保

守 

１ ） Ａ Ｐ 保守業者から の引き 継ぎ 令和 ８ 年１ ０ 月 １ 日～ 

令和 ８ 年１ ２ 月３ １ 日 

２ ） シス テムの維持保守 令和 ９ 年 １ 月 １ 日～ 

令和１ ３ 年１ ２ 月３ １ 日 

３ ） 機器保守 令和 ９ 年 １ 月 １ 日～ 

令和１ ３ 年１ ２ 月３ １ 日 

３ ） 機器保守 

 

２ ） システムの維持保守 

 

１ ） Ａ Ｐ 保守業者からの引き継ぎ 

 

 
運

用

保

守 

４ ） 共有機器利用システム移設 

 

３ ） 移行対象システム移行 

２ ） サーバ機器およびネットワーク

構築 

１ ） 付帯設備（ 機器据付）  
 

 
機

器

設

置

設

定 

 

ハードウェア・ネットワーク詳細設計書 

 

機器賃貸借 

 

システム本稼働 イベント 

12月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 

令和13年 
～ 

令和9年 令和8年 
業務名 
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（ ６ ）  Ｓ Ｌ Ａ の締結 

納入し たハード ウ ェ アおよ びソ フ ト ウ ェ アの保守およ び運用については、 受注者と

福島県と の間で SLA（ Ser vi ce Level  Agr eement ） を締結する 。 サービ ス レ ベル評価項

目と 要求水準等を以下に示す。  

 
① 対 象 範 囲 

１ ） 対象期間 

本契約期間中を対象期間と する 。

２ ） 対象と する シス テム 

対象と する シス テム範囲は下記のと おり と する 。

ア） 事業執行管理シス テム 

イ ） 建設業管理シス テム 

ウ ） 災害事務管理シス テム 

エ） 電子納品保管管理シス テム 

オ） 河川関係占用管理シス テム 

カ） 雪量情報管理シス テム  

②前提条件 

Ｓ Ｌ Ａ の設定にあたり 、 サービス レ ベルを 維持し 、 安定稼働する ための前提条件を

規定する 。 下記の条件が変更さ れる よ う な場合は、 契約内容の見直し や委託費用の見直

し を 両者の協議の上、 決定する も のと 考える 。  

項番 項目 想定数量 条件等 

１  対象組織数 右記の通り  土木部 

２  利用者数（ 操作ユーザーと し ての 

人数）  

1, 200 人 当初利用人数から の増減 

３  シス テム運用時間 ２ ４ 時間 ただし 、 毎日のデータ ・ シス テムバッ  

ク アッ プの処理時間帯を除く  

４  ハード ウ ェ ア構成 本調達の範囲 導入当初から 機器構成に変更がない

こ と  

５  機器の耐用年数（ 保守年限）  ５ 年間 各機器の保守期間に従う  

通常５ 年間 

６  ソ フ ト ウ ェ ア構成 本調達の範囲 導入当初から 構成に変更がないこ と  

７  ソ フ ト ウ ェ アの保守年限 ５ 年間 ただし 、 OS、 ミ ド ルウ ェ アやプロ グラ  

ムプロ ダク ト 製品は各メ ーカーの保

証期間に従う  
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項番 項目 想定数量 条件等 

８  ネッ ト ワ ーク 構成や回線品質 本稼働開始時の構成 導入当初から 変更がないこ と が前提 

９  通信回線に付随する 事項 通信回線に付随する

事項の除外 

出先機関等回線速度の差異や回線保

守、 回線障害等、 通信回線に付随する  

諸条件は除く  

１ ０  端末ソ フ ト ウ ェ ア構成上の問題 本稼働開始時の構成 追加ソ フト ウ ェ アや修正モジュ ール 

適用等によ る 不具合停止等は除く  

１ １  端末文字コ ード の変更（ 外字含 

む）  

本稼働開始時の構成 外字等の追加や設定変更によ る 不具 

合は除く  

１ ２  ハード ウ ェ ア設置場所 本稼働開始時の設置 

構成 

機器設置場所変更に伴う 環境不具合 

を除く  

１ ３  業務シス テムの仕様変更 本稼働開始時の仕様 

確定 

本番稼働後の仕様変更に伴う 環境不 

具合を除く  

１ ４  当該シス テムへの連携シス テム 

増減 

本稼働開始時の仕様 

確定 

本番稼働後の連携システムの増減に 

伴う 環境不具合を除く  

１ ５  連携シス テムの安定稼働 連携シス テムの安定 

稼働 

連携シス テムの障害（ 不具合） 等によ  

る 影響を除く  

１ ６  ウ イ ルス 対策ソ フト ウ ェ ア等の

影響排除 

セキュ リ ティ 関連ソ

フ ト ウ ェ ア等の影響 

排除 

ウ イ ルス 対策ソ フ ト ウ ェ ア、 セキュ リ

ティ 強化に伴う ソ フ ト ウ ェ ア更新等 

によ る 不具合を除く  

 

③除外事項前提条件 

サービ ス 品質の測定にあたり 、 次の要因によ る 場合は福島県へ報告する こ と と し 、

除外要因に該当する と 認めら れる 場合は、 測定方法の稼働率計算から 除外する こ と と

する 。  

 
１ ） 庁内ネッ ト ワ ーク が提供する 機能に基づく 事項およ び、 その機能の影響によ る

場合 

２ ） 当該シス テム 以外のシス テム等の要因によ り 当該シス テムに影響があっ た場合 

３ ） シス テム運用に関し 、 下記に起因する 障害があっ た場合

ア） イ ンフラ 災害（ 火事等建築物に関する 災害を含む）  

イ ） 地震、 雷等の自然災害 

ウ ） 福島県の過失ま たは故意によ る 災害 

４ ） 障害告知や復旧に監視、 下記に該当する 場合 

ア） 福島県の事由によ って障害復旧が行えなかった場合 

イ ） 福島県の事由によ って障害通知を受け取る こ と ができ なかった場合

ウ ） 福島県の事由によ って障害監視ができ なかった場合 
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④サービ ス レ ベルの設定項目と 測定方法

１ ） サービ ス レ ベル項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ ） 測定方法 

サービス レ ベル 

項目 

 

測定、 評価方法 

 
稼働率 

実稼働時間 

稼働率 ＝ × 100 

稼働予定時間 －（ 計画停止時間 ＋ Ａ Ｐ 障害時間）  

サービス レ ベル 

項目 

 

内容 

 

基準値 

 

 

 

稼働率 

シス テム のサービ ス 提供予定時間内 

（ シス テム運用時間） における 、 実際

の利用可能な時間と する 。  

ただし 、 計画停止やアプリ ケーショ ン 

障害によ る 停止時間はサービ ス 提供

予定時間に含めない。  

 

R9. 1 ～R9. 12 ： 95%以上

R10. 1～R10. 12： 97%以上 

R11. 1～ ： 98. 5%以上 
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福島県 

⑤運営ルール 

Ｓ Ｌ Ａ を 実効性ある も のと する ために、 シス テム稼働後、 運営ルールに基づき 運営

さ れる こ と が重要である 。 そのため、 運営参加者（ 体制） や運営会議の実施、 状況報

告から 評価や対策等の協議を行う 。  

必要に応じ て、 Ｓ Ｌ Ａ や運営ルールの見直し を 行う 。

１ ） 体制 

 

 

 

 

 

２ ） 運用フ ロ ー 
 

・稼働実績 

・問題対応報告 

・再発防止策 

・予防施策検討 

・実施対策の報告 

・ＳＬＡの見直し 
 

３ ） 報告およ び対応・ 改善

ア） 報告 

サービス レ ベル項目の実績値を、 書面にて報告する 。

イ ） 対応・ 改善 

報告において結果が良好でないも のについては、 協議を実施し 、 改善策を 検

討し 実施する 。  

４ ） Ｓ Ｌ Ａ 見直し  

シス テム導入当初はサービ ス 品質が安定し ないこ と が想定さ れる ため、 稼働後

一定期間（ ６ か月程度を想定） の初期運用期間を設け、 サービス レ ベルの測定を

行った上、 必要があればサービス レ ベルの見直し を行う こ と と する 。  

ま た、 初期運用期間中は、 稼働状況の監視を 密に行い、 異常の発見、 早期解消

に努める と 共に、 稼働率の報告を 毎月行う こ と と する 。  

なお、 当該見直し 事項以外の事項についても 必要に応じ てサービス レ ベルの見

直し を行う こ と と する 。  

①運用 

（サービス状況測定） 

 
②報告 

 
③対応・改善 

 
受注者 
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⑥減額ルール 

前述「 報告およ び対応・ 改善」 にて協議し 合意し た改善策について、 改善への取り 組

みおよ び対応を図る こ と ができ ない場合は、 次の基準にて委託料の減額を 実施する 。  

１ ） 減額率 

減額率 
 
 

減額率 

R9. 1～R9. 12 R10. 1～R10. 12 R11. 1～ 

95%以上 97%以上 98. 5%以上 0% 

94%以上 95%未満 96%以上 97%未満 97%以上 98. 5%未満 1% 

93%以上 94%未満 95%以上 96%未満 96%以上 97%未満 5% 

92%以上 93%未満 94%以上 95%未満 95%以上 96%未満 10% 

90%以上 92%未満 90%以上 94%未満 90%以上 95%未満 20% 

90%未満 90%未満 90%未満 50% 

 

２ ） 除外事項 

シス テム稼働後６ か月( 令和９ 年１ 月～令和９ 年６ 月) については、 未達成項目

があった場合に速やかな改善措置を 実施する こ と を条件に除外と する 。  
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第３  成果物およ び検収 

１  成果物 
 

（ １ ）  機器設置予定日の２ 週間前ま でに提出する も の 

①作成資料 

１ ） 業務計画書

２ ） 工程表 

３ ） ラ ッ ク 構成表 

４ ） ケーブル配線図 

（ ２ ）  機器設置予定日の３ 日前ま でに提出する も の 

①作成資料 

１ ） ハード ウ ェ ア・ ネッ ト ワ ーク 詳細設計書 
 

（ ３ ）  機器設置完了後２ 週間以内に提出する も の 

① 作 成 資 料 

１ ） 保守体制 

２ ） 設置作業完了報告書（ 搬入設置作業における 完了結果を 記載し た文書）  

３ ） 保証書およ び保守に係わる 証書類 一式 

４ ） ハード ウ ェ ア ・ ソ フ ト ウ ェ アに添付さ れる 、 ド キュ メ ン ト およ びイ ン ス ト ール

メ ディ ア一式 

（ ４ ）  サーバ機器およ びネッ ト ワ ーク 構築後２ 週間以内に提出する も の 

①作成資料 

１ ） サーバ設定書（ 仮想マシン、 端末含む）  

２ ） ス ト レ ージ設定書 

３ ） バッ ク アッ プ装置設定書

４ ） 負荷分散装置設定書 

５ ） ファ イ アーウ ォ ール設定書

６ ） レ イ ヤ２ ス イ ッ チ設定書 

（ ５ ）  運用開始ま でに提出する も の 

①作成資料 

１ ） 機器設定手順書（ 機器セッ ト アッ プ手順を 記載し た文書）  

２ ） 動作試験結果報告書（ 動作確認試験の結果を記載し た文書）  
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３ ） 移行作業結果報告書（ 移行作業の結果を 記載し た文書）  

４ ） 移設作業結果報告書（ 動作作業の結果を 記載し た文書）  

５ ） シス テム運用手順書 

６ ） バッ ク アッ プ手順書

７ ） リ カバリ 手順書  

８ ） 障害対応手順書 

９ ） 運用管理ソ フ ト ウ ェ ア設定書 

１ ０ ） サーバ監視ソ フ ト ウ ェ ア設定書 

１ １ ） ネッ ト ワ ーク 監視ソ フ ト ウ ェ ア設定書

１ ２ ） ス ト レ ージ管理ソ フト ウ ェ ア設定書 

１ ３ ） バッ ク アッ プソ フ ト ウ ェ ア設定書 

１ ４ ） 設定作業完了報告書（ 設定作業における 完了結果を 記載し た文書）  
 

 
（ ６ ）  運用保守業務の際に提出する も の 

①随時作成資料 

１ ） 保守報告書（ 保守に係る 作業実施後）  

２ ） 障害報告書（ 障害復旧後）  

 
 

２  検収 
 

（ １ ）  前準備 

検査を受ける にあたっては、 受注者はシステムの安定運用を確認し たう えで望むこ と 。 各

段階での成果物「 １  成果物に記載」 についても 照査のう え委託者に提出する こ と 。  

（ ２ ）  検査の実施 

委託者が指名し た検査員が下記のと おり 検査を 行う 。  

①完成検査： 委託の完成を 確認する 検査ま

た、 検査には受注者が臨場する こ と 。  

なお、 検査に係る 費用は受注者の負担と する 。  
 

（ ３ ）  指摘事項への対応 

検査において指摘があっ た場合は、 委託者の指示に従い、 速やかに適切な処置を施す

こ と 。 ま た、 不合格になっ た場合は、 シス テムの運用開始に支障をき たさ ないよ う 修補

する こ と 。  
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第４  その他 

１  疑義 

本仕様書に定めない事項、 ま たは業務の遂行に疑義が生じ た事項については、 委託者およ び

受注者で協議し て定める こ と と する 。  

 
第５  参考資料 

本仕様書の遂行にあたり 、 準拠すべき 資料等については、 下記の通り と する 。  
 

１  福島県標準化文書 
 

（ １ ）  福島県情報セキュ リ ティ ポリ シー 

（ 令和７ 年６ 月２ ３ 日 福島県デジタ ル社会形成推進本部）  

 

 
２  福島県事業執行管理シス テム機器賃貸借（ Ａ Ｐ ） 参考見積結果 

 

（ ２ ）  参考見積結果一覧（ シス テム移行業務）  
 

シス テム名 
 

単価( 円)  
数量 

( 式)  

 

金額( 円)  
消費税 

( 10%) ( 円)  

 

合計( 円)  

事業執行管理シス テム 4, 300, 000 1 4, 300, 000 430, 000 4, 730, 000 

建設業管理シス テム 3, 100, 000 1 3, 100, 000 310, 000 3, 410, 000 

災害事務管理シス テム 1, 500, 000 1 1, 500, 000 150, 000 1, 650, 000 

電子納品保管管理シス テム 230, 000 1 230, 000 23, 000 253, 000 

河川関係占用管理シス テム 400, 000 1 400, 000 40, 000 440, 000 

雪量情報管理シス テム 6, 800, 000 1 6, 800, 000 680, 000 7, 480, 000 

 総合計( 円)  17, 963, 000 

 

（ ３ ）  参考見積結果一覧（ シス テム移設業務）  
 

シス テム名 
 

単価( 円)  
数量 

( 式)  

 

金額( 円)  
消費税 

( 10%) ( 円)  

 

合計( 円)  

道路管理シス テム・  

県営住宅管理シス テム 
725, 000 1 725, 000 72, 500 797, 500 

 
総合計( 円)  797, 500 

※電子納品保管管理システムは、 CS-GVのラ イ ンセス 認証に必要なラ イ センス サーバのセッ ト

アッ プ費用になる ため、 データ 移行は発生し ません。  
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